
令和４年度「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」 

アソシエイト校における取組について 
 

１．アソシエイト校について 

類型名 プロフェッショナル型 

学校名 玉野市立玉野商工高等学校 

管理機関名 玉野市教育委員会 

 

２．令和４年度における取組について、該当する欄に○を記入してください。 

 参画

した 

参画して

いない 

2023/3/17 開催 

「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」 

成果検証報告会（視聴のみ参画も可） 

 
○ 

2023/1/17開催 

「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」全国サミット 

（視聴のみ参画も可） 

 ○ 

【プロフェッショナル型のみ回答】 

2022/10/15、16開催 

全国産業教育フェア青森大会 

 ○ 

   

３．問２以外で実施した地域との協働による学習活動等の取組について、以下の回答欄

に記入してください。また、記載いただいた内容について、参考となる資料があれば

提出してください。（様式任意） 

１．「たまの・海マルシェ」の開催 

  ３年生情報処理科の「課題研究」の授業で、現場実習をテーマとして 

学んでいる生徒が地元のショッピングモールにおいて、玉野の店の食べ

物の販売と流木やシーグラスを使ったワークショップを行った。 

 

２．３社目となる「企業内実習」のスタート 

  ２年生機械科の「実習」の授業で、本校では株式会社三井Ｅ＆Ｓ、株

式会社宮原製作所に続き、３社目となる株式会社精電社での実習がスタ

ートした。精電社では、３Ｄレーザー加工機を使用した授業を行ってい

る。 

 

３．市役所のデスク製作 

  市からの要請をうけて、２年生機械科の「実習」の授業を中心として

デスクの製作を行った。 



４．総合的な探究の時間「玉野を知る」の取組 

  今年度より１年生総合的な探究の時間で、テーマ「玉野を知る」でＣ

Ｓを通して選定した地域の方から玉野について知る講演を行い、玉野の

課題魅力について学習した。 

 

５．定例化したベンチ寄贈の取組 

  今年度も機械科の生徒が作成したベンチを市内の公園等に寄贈した。 

 

６．３年ぶりの「キッズビジネスタウンたまの」の開催 

  コロナ禍で開催できていなかった、小学生の職業体験活動「キッズビ

ジネスタウンたまの」を全校生徒参加で行った。地元企業や団体、専門

学校等の協力により、３年ぶりに開催した。 

 

５．管理機関担当者 

担当課 学校教育課 TEL 0863-32-5575 

氏名 入口大志 FAX 0863-32-1329 

職名 主幹 E-mail gakkoukyouiku@city.tamano.lg.jp 
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商工高校□HP

　本校では、地域社会と経済社会の担い手として、主体的に活躍できるスペシャリストを育成する｢ビジネ
ス情報科｣と、地元企業と連携し、日々の生活や産業を支える機械のスペシャリストを育成する｢機械科｣を
併設しています。
　今回は、産学連携として地元企業と連携した実習や、官学連携として行政と連携した取り組み、地域の皆
さんと連携して開催したイベント「たまの･海マルシェ」の様子をお伝えします。

地域と連携した取組

株式会社精電社で
企業内実習がスタート

『たまの･海マルシェ』を開催しました！！

　本校の企業内実習は、機械科設立当初から株式会
社三井E＆Sホールディングスと、株式会社宮原製作
所の協力により実施していましたが、新たに株式会
社精電社でも実施することになりました。
　株式会社精電社と連携した実習では、工場見学な
どを行い、学校では取り扱っていないファイバー溶
接機を使用して金属製のサイコロの製作を行った
り、３Dレーザー加工機を使用した実習を行ったりし
て、生徒たちにとってとても良い経験ができました。

　１月15日（日）に、ショッピングモールメルカで「たまの・海マルシェ」を開催しました。開店直後から多くの人
が訪れ、生徒が朝早くからおにぎりやおかずを作って完成したランチボックスや、企業と共同開発したお弁当な
ど、ほとんどの商品が完売するなど大盛況でした。
　携わった生徒は、約１年間をかけて企画や、交渉、運営に取り組み、実際に会場で接客することで、充実感や
やりがいを得るなど、苦労や失敗も含め多くのこと学び成長しました。

産学
連携

地域連携

市役所オフィス内で使用する
オリジナルデスクを制作

市役所（商工観光課）からオフィス内のデスク製作
を依頼され、約半年間かけて製作したデスクを2月16
日（木）に玉野産業振興ビル4階のオフィスへ納品しま
した。
　主に機械科2年生の実習で製作し、角鉄材の切り
出しや、穴開け、溶接、塗装、木材天板加工、組み付け
などの各工程を丁寧に行い、カフェスタイルのお洒
落なデスクが完成しました。
　生徒達は、自分達が学んだ知識や技術をものづく
りに生かし、地域へ還元できることにやりがいを感じ
ていました。

官学
連携



総合的な探究の時間 １年生テーマ「玉野を知る」 
１．講演「玉野のまちづくりの施策を知る」 
  講師：玉野市長 柴田 義朗 氏 
 ・玉野市の魅力と課題 
 ・たまの創生総合戦略等についてお話しいただいた。 
 
 
 
 
 
 
 
２。講演「玉野市の歴史を知る」 
  講師：県教育文化財課 内池 英樹 氏 
 ・ふるさとのよさ 
 ・玉野市の歴史等についてお話しいただいた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．講演「玉野市の産業を知る」 
  講師：株式会社宮原製作所 森川 友和 氏（学校運営協議会委員） 
 ・玉野の造船業 
 ・玉野で働くこと等についてお話しいただいた。 
 
 
 
 
 
 
 
 



４．講演「玉野市の生活を知る」 
  講師：コミュニティーラボ 月日 畑 明子 氏 
 ・玉野へ移住したこと 
 ・移住者からみたたまの等についてお話いただいた。 
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